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5月25日㈯と26日㈰、豊中市名誉市民であるB’zの松本孝弘さんが
文化芸術センター大ホールで凱旋公演を行ったことにあわせて、
隣接するアクア文化ホールで松本さんの応援イベントを開催しました。

　松本さんの凱旋公演を音楽で応援し
たいという高校生たちの思いから、春の
高校生軽音楽フェスティバルを開催しま
した。
　松本さんからは市に継続してご寄付
をいただいており、「音楽を志す学生を
応援したい」という意向を踏まえて、軽
音楽部がある市内8つの高校の楽器購
入費などに活用しています。
　そんな松本さんへの感謝の気持ちを
音楽にのせて、高校生たちが会場を盛り
上げました。

　手形やサイン色紙など、松本さんに
ゆかりのある品を展示し、市内外から
訪れた多くの人に松本さんが名誉市民
であることを知っていただきました。
　普段は市役所第一庁舎1階の魅力
発信コーナーに展示しています。お立
ち寄りの際はぜひご覧ください。

　高校生の感謝の気持ちを込めたライブ演奏の様子と、松本さんへの
応援メッセージを長内市長からお伝えしました。
　松本さんからは、「Thank You」というメッセージとともに、サイン色紙
をいただきました。
　サイン色紙は、どなたでも見られるよう市役所で展示します。

昭和36年（1961）豊中市（旧豊中市民病院）に生まれ、梅花幼稚園、上野小学校と幼少期を豊中市で過ごされました。平成
29年（2017）には成人式へのメッセージや「広報とよなか」へのエッセーをお寄せいただくなど本市との関りを深め、同年、B’z 
SHOWCASE 豊中市立文化芸術センター公演として凱旋ライブを開催されました。また、平成30年（2018）に市内高校の軽音
楽部に楽器や機材を寄付され、以降も豊中市文化芸術振興基金にご寄付をいただいています。令和2年（2020）2月、本市名誉
市民に選定しました。

高校生からのエール

松本さんゆかりの品の出張展示

音楽の道を志す若者たちへ

松本孝弘さんと豊中市とのかかわり

感謝の気持ちを音楽にのせて
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